第４学年　算数科学習指導案
令和２年12月7日（月）５校時
読谷村立　渡慶次小学校
４年２組　男子16人　女子14人　計30人
授業者　島袋　勇治
１　単元名　「面積」

２　単元の目標
(1) 面積の単位と測定の意味がわかり、面積の求め方や単位の関係を理解できる。長方形や正方形の面積を、公式を使って求めることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能】
(2) 広さを数値化する方法、広さに応じた面積の単位や求め方を考えたり、面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考えたりすることができる。　　　　　　【思考力，判断力，表現力等】
(3) 面積の大きさを数値化して表すことのよさに気付き、いろいろな形の面積を求めようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力，人間性等】

３　単元について
(1) 教材観
本単元は、求積指導の基礎となるものである。児童はこれまでに長さやかさ、重さの学習をしてきている。その中で、それぞれは単位があって、数で表すことができることを学んできている。本教材でも、単位面積を基に、数で表すことができることを理解させることが主なねらいとなっている。始めに、１辺が1㎝の面積が単位面積１㎠であることを押さえ、長方形や正方形の面積を、単位面積のいくつ分として表すことを指導する。次に、長方形や正方形の求積公式を導いていく。そして、複合図形の求積に発展させる一方、単位の範囲を拡大したり、単位間の関係を理解させたりすることを指導する。このような指導を通して、求積の基礎を育てていく教材となっている。
【関連事項】
第４学年
第５学年
第1学年

●平行四辺形、三角形、台形、ひし形の面積の求め方と公式
●多角形の面積の求め方
●面積の概念と測定
●面積の単位　㎠、㎡、a、ha、㎢、単位関係
●長方形、正方形の求積公式
●広さの直接比較
●任意単位での測定


〔13　くらべてみよう〕


〔14　図形の面積〕
〔13　面積〕

第6学年


●円の面積の求め方と公式
●面積の概測


〔8　円の面積〕

(2) 児童観
　①単元・教材に対する児童観
　　児童は、1年・2年で、直接比較や色板並べをして広さを比べたり、敷き詰めたり、身の回りの具体物のある面を写し取ったりして、広さの素地ともいえる学習をしてきている。また、普段の生活から「広い道」「狭い部屋」といった言葉を使っている。本単元では、広さを面積という量としてとらえ、普遍単位を導入して数値化して、長方形や正方形などの求積ができるようにする。
　②児童の実態
	
	問題
	正答率

	１
	[image: ]
	①９３％
②１００％

	２
	[image: ]
	①９３％
②９７％

	３
	[image: ]
	①９７％　　②９３％
③９０％

	４
	[image: ]
	①８３％　　②５２％
③７６％
④７２％


上の表は、単元前に行ったレディネステストの結果である。この結果、指定された長さの図形を描くことは概ねできていることがわかる。しかし、１m＝100cm、１km＝1000mをもとに単位換算する問題の正答率は高くない。特に10kmをmに変換する問題は難しかったようである。本単元では㎡、㎢といった単位関係を学習していく。辺の長さに着目し、丁寧に指導していきたい。
　　　本学級は、教師の発した言葉に反応し活発に発言してくれる児童が多い。また、ペアで話したりみんなのノートを見合ったりする活動をしてきている。そこで、本研究では、児童の発言に対して教師が「なぜ？」と問い返していく。そうすることで、児童はそれに答えようと熟考するであろう。また、話し合ったりノートを見あったりする際に「わかりやすい説明になっているかな？」と視点を与えることで、より考えが深まっていくと考えられる。これらの活動を通して、本研究のテーマである筋道を立てて考える力の育成につなげていきたい。

(3) 指導観
本単元では、まず、いくつかの長方形を提示し「どれが一番広いだろう」と投げかけ、広さ比べから単位面積１㎠を使うことで広さを数値で表す良さに気付かせる。１㎠が何個分かを数えていく過程で、長方形や正方形は掛け算で表せることに気付かせたい。その気づきから長方形や正方形の求積公式を作っていく。次に、１㎠の大きさの感覚を大切にしながら公式を使って面積を求めていく。応用として、面積と一辺がわかっているときのもう一辺の長さを求める問題、複合図形の求積問題がある。これらの問題に対して既習事項（掛け算と割り算の関係、求積公式）を活かして解かせたい。
　　　本研究では、対話をいかした学びを作っていく。ペアやグループで対話することで解き方を理解したり新たな解き方に気付いたりすると考える。また、国語科において、論の進め方に注意して書く学習を行っている。どのように書いたら相手に伝わるか、国語科で学んだことが振り返られるようにしたい。

４　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①面積の単位(㎠、㎡、㎢)について知っている。
②正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解している。
	①面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方を考えている。
②面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察している。
	①平面図形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより良いものを求めて粘り強く考えようとしている。
②数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしている。



５　単元の指導計画・評価計画
	
	ねらい
	学習問題　T：発問
	問いにつながる要素
	評価の観点

	１　面積　(３)
	●広さはどんな表し方ができるか考える。
	問題　20個のブロックで作られた長方形や正方形の面積があります。どれが一番広いですか。
T　○○さんの図でいいところは何だと思いますか。
	
	【主①】広さ比べに関心をもち、比べ方を考えようとしている。〈観察、ノート〉

	
	●面積の単位(cm2)を知り、単位面積をもとにして面積を求める。
●形が変わっても、面積は変わらないことがわかる。
	問題　次の面積は、何㎠ですか。
T　どうしてこの三角形は１㎠ってわかったのかな？

	・１㎠の大きさ
	【知①】面積も、長さやかさと同じように、単位のいくつ分かで表されることを理解している。〈観察、ノート〉
【主②】数学のよさに気付き学習したことを活用しようとしている。

	
	●同じ面積の様々な図形をかく。
●周りの長さと面積の大きさの関係について考える。
	問題　面積が12㎠になる図形をかきましょう。
T　○○さんは、どうしてこれが12㎠と考えたと思う？
	・１㎠の大きさ
	【主①】12㎠になる図形を多面的に捉え検討し、粘り強く考えようとしている。
【思①】周りの長さと面積の大きさの関係を考えている。〈観察、ノート〉

	２　長方形と正方形の面積　(３)
	●長方形と正方形の面積の求め方を考え、求積公式の意味を説明する。
【検証】
	問題　たて４㎝、横５㎝の長方形の面積の求め方を考えましょう。
T　マスの線が引かれてなくても求められるのはどうして？
T　この公式って、いつでも使えそう？
	・掛け算の意味
１あたりの数×いくつ分＝全部の数
	【思①】辺の長さの数値と1 cm2の正方形の数が対応していることに気づき、辺の長さを利用して、計算で面積が求められることを見出している。〈観察、ノート、プリント〉

	
	●必要な長さを測って、面積を求める。
●面積と一辺の長さがわかっているとき、他の一辺の長さを、求積公式を使って求める。
	問題　面積が40㎠で、横の長さが８㎝の長方形を作るとき、たての長さは何㎝にすればよいでしょう。
T　○○さんは、どうしてこう考えたと思う？
T　どうして割り算なんだろう？
	・割り算の意味
全部の数÷いくつ分＝１あたりの数
	【知②】必要な辺の長さを測り、求積公式を適切に用いて長方形や正方形の面積を求めたり、求積公式を利用して辺の長さを求めたりすることができる。〈観察、ノート、プリント〉

	
	●複合図形の面積を工夫して求める方法を説明する。
●必要な辺の長さを測り、複合図形の面積を求める。
【検証】
	問題　次の図形の面積は、何㎠ですか？
T　○○さんの式は、どのように考えたからだと思う？
T　○○さんは、続きをどのように書いていると思う？
T　いろいろ考え方が出ているけど、全部正しいかな？
	・既習の長方形に変形して考える
	【思①】複合図形の面積が、長方形や正方形の和や差で求められると考えている。〈観察、ノート〉
【主①】平面図形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討し、粘り強く考えようとしている。

	３　大きい面積の単位　(２)
	●面積の単位m2を知る。
●1 m2＝10000 cm2の関係を理解する。
●長さの単位が違う場合の面積を求める。
	問題　たて80㎝、横２ｍの長方形の壁新聞の面積を求めましょう。
T　○○さんの80×２＝160㎠でよろしいですね？
T　200ってどういう意味かな？
T　0.8って何のことかな？
	・単位をそろえて計算すること
・１ｍ＝100㎝
・80×200
・80㎝＝0.8m
・0.8×20
	【知①】1 m2＝10000 cm2であることを理解している。〈観察、ノート〉

	
	●単位ａ、ha、㎢を知り、ａ、ha、㎢を使って面積を求める。
●cm2、m2、ａ、ha、km2の単位関係の理解する
	問題　たて30m、横40mの長方形の畑の面積を求めましょう。
問題　一辺が600mの正方形の牧場の面積を求めましょう。
T　なぜa、haってあるのかな？
	
	【知①】ａ、ha、㎢について理解している。
【思②】面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察している。〈観察、ノート〉

	４　面積の単位の関係　(１)
	●正方形や長方形の辺の長さと面積の単位の関係について理解する。
	問題　たて２㎝、横３㎝の長方形の面積と、たて20㎝、横30㎝の長方形の面積を比べましょう。
T　この問題から、どんなことがわかるかな？
T　このきまりって、いつでも使えるかな？
	
	【思②】長方形では、２つの辺の長さがそれぞれ10倍になると、その面積は100倍になることを考察している。〈観察、ノート〉

	できるようになったこと・まなびをいかそう　　　(１)
	●既習事項を確かめる。
●既習事項の理解を深める。

	問題　図形の色を塗ってある部分の面積を求めましょう。
	
	【主①】数学的に表現・処理したことを振り返り、粘り強く考えようとしている。〈観察、ノート〉



６　本時の指導
(1) ねらい
　　　複合図形の面積を工夫して求める方法を説明する。
(2) 本時の評価規準
	評価の観点
	思考・判断・表現

	評価規準
	複合図形の面積が、長方形や正方形の和や差で求められると考えている。
平面図形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討し、粘り強く考えようとしている。

	評価方法
	観察、ノート、プリント


(3) 授業仮説
　　既習の確認をしたりみんなの考えを聞いたりすることにより、複合図形の面積を長方形の和や差で求められると気づくであろう。
　　グループで解き方を考える活動やみんなに解き方を紹介したり聞いたりする活動といった対話的な活動を通して、相手意識を持ち筋道を立てて伝えるであろう。
(4) 本時の展開
	
	学習活動
	予想される児童の反応
	留意点・評価

	導入
5
分
	１．前時の学習を振り返る。
２．本時のめあてを知る。






	T：長方形の面積の求め方は？
C：縦×横
T：今日はこんな図形の面積を求めます。　　３
５　　　２　　５
　　　　　　　　　　３
　　　　８
問題　次の図形の面積は、何㎠でしょうか。




C：これ、長方形でもないから難しいよ。
C：１㎠が何個分かを数えたらできるはずだけど…
T：長方形にしたら求められるんだね。どうにかして求められないかなぁ。めあて　長くつみたいな形の面積はどのようにしたら求められるかな。


	





・長方形に変形出来たら既習の公式が活用できることに気付かせる。

	展開
30分
	３．解決の見通しをもち、課題を自力解決する。
４．グループ（３人組）で解き方を確認し、ワークシートに書く。



５．みんなの解き方を聞いたり紹介したりする。






６．図を見て、どのように解いたかをペアで確認し合う






	C：ここを切ったら長方形ができるぞ。
C：長方形を二つに分けて、それを求めれば、あとは二つを足せばできる。
T：グループで解き方を確認します。
T：どの解き方を紹介するかを相談して決めて、ワークシートに書きましょう。どのように書いたらみんなに伝わるかな？
C：手引きを見て書いてみよう。
C：つなぎ言葉を使えばよさそう。
C：尾括型になりそうだな。
T：みんながどのように解いたのか聞いて見ましょう。紹介する人は、説明の順序に気をつけてください。
C：「次に」って入れたらわかりやすいと思うよ。
C：どこで切ったのか赤線を引いたら目立ってわかりやすいかも。
C：尾括型で書いている感じがするね。

T：みんなで確認します。○○さんの書き方の説明、わかりますか？
C：まずここを切って、二つの長方形ができます。
上の長方形は2×3＝6、
下の長方形は3×8＝24。
だから、6＋24＝30㎠になります。
T：この書き方はどうですか？（図のみ提示）
C：初めに、線のところを切ると、二つの長方形ができます。
左の長方形は5×3＝15、
右の長方形は3×5＝15。
よって、15＋15＝30㎠になります。
	


・手引き「説明名人」を振り返り、つなぎ言葉や書き方の構成に気付かせる。



・ポスターセッションの要領で進めていく。（３人組のうち１人が発表、２人は他の発表を聞く。）
・聞く視点を確認する。①解き方が同じか違うか。②どのような構成で伝えているか。
・何通りの解き方があったかを確認する。

・「まず」「次に」「よって」といったつなぎ言葉を使って、言えているかを確認し合う。

	まとめ10分
	７．まとめ






８．振り返り
	T：いろいろな解き方が出てきたけれど、答えは同じになりましたね。どのようにしたら求められましたか？
C：切ってからたす方法
C：くっつけてから引く方法まとめ　長くつみたいな形の面積も、切ってからたしたり、くっつけてから引いたりして、長方形の公式を使って求めることができる。

	・問題によって、いずれかの方法が適している時とそうでない時があることを触れる。



(5) 板書計画
まとめ　
長ぐつみたいな形の面積は
①長方形に分けて足し算する方法
②大きい長方形にして引き算する方法で求められる。

めあて　ながぐつみたいな形の面積はどのようにして求められるかな？
５cm

[bookmark: _GoBack]長方形だったら求められそう・・・


大きい長方形を作った
５×８＝40
２×５＝10
40−10＝30
よって３０㎠。
長方形に分けた
５×３＝15
３×５＝15
15＋15＝30
よって３０㎠。
長方形に分けた
２×３＝６
３×８＝24
６＋24＝30
よって３０㎠。
　　３
５　　　２　　５
　　　　　　　　　　３
　　　　８
　この図形の面積は何㎠ですか。
長方形の公式
たての長さ×横の長さ＝面積
正方形の公式
一辺の長さ×一辺の長さ＝面積
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